様式１－２
以下、申請様式について、令和７年度大学教育再生戦略推進費「半導体人材育成拠点形成事業」における申請内容と重複する場合は、その旨明確に記載した上で作成を省略してください。

	１．拠点の概要

	
①プログラムの名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	
〇プログラムの全体像（全体概要）　　（４００字程度）
※取組の特色・ポイントを積極的に記載してください。





















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※取組全体の内容が分かるようにまとめたポンチ絵（１ページ以内）を別途添付してください。
（文字数や行数を考慮する必要はありません。）　【ポンチ絵１（パワーポイント（横）で作成）】】

	１．拠点の概要

	
②申請の背景、プログラムを通じて何を目指しているのか【１ページ以内】


	
申請に至った背景、問題意識、課題や、プログラムを通じて何を目指しており、何を実現・解決したいのかを記載してください。











































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




	
２．拠点において実施する事業


	
①拠点形成による大学間・産業界等との連携体制の構築（２ページ以内）


	・可能な限り具体的な構想・計画を記載してください。
・公募要領に示された以下の内容を含むように留意してください。その際、自由に項目立てをして構想・計画を記載していただいて構いません。
・適宜図表等を用いることや、強調したい部分を太字や下線にする等、わかりやすい記載を心がけてください。
・記載にあたっては、審査要項の「Ⅱ審査方針」も参考にしてください。
・共同拠点校制での申請の場合は、理由と役割分担を記載してください。

· 連携体制については、ポンチ絵（１枚以内）にして別途添付してください。
（文字数や行数を考慮する必要はありません。）　【ポンチ絵２（パワーポイント（横）で作成）】


[bookmark: _Hlk190980491]（公募要領（P3～4抜粋））
· 中長期的な将来を見据え、対象とする地域や、広域もしくは全国規模において、拠点としての強み・特色を最大限活かし、半導体（設計、材料、半導体製造プロセス、ユースケース、マーケティングなど）に関する教育研究の効果的な展開、人材育成、研究力強化に貢献するものであること（文部科学省のみならず、他府省等を含む他の事業等との連動がある場合はその相乗効果も見込めるものであること）。
· 拠点を構成する各大学等の教育研究等に係るポテンシャルを活かす計画であること。
· 拠点校を中心として、拠点を構成する連携校及び参画機関や産業界等との連携体制、役割分担、事業の実施や自己点検・外部評価も含めたマネジメント体制を構築すること。なお、実効性の高いサステナブルな取組とするため、拠点の運営に当たっては拠点校及び連携校の執行部の参画（例えば、教育プログラムの着実な推進にあたってのリーダーシップの発揮等）を必須とする。


































	




	２．拠点において実施する事業

	
②体系的かつ実践的な半導体教育プログラムの開発・展開（２ページ以内）


	・可能な限り具体的な構想・計画を記載してください。
・公募要領に示された以下の内容を含むように留意してください。その際、自由に項目立てをして構想・計画を記載していただいて構いません。
・適宜図表等を用いることや、強調したい部分を太字や下線にする等、わかりやすい記載を心がけてください。
・記載にあたっては、審査要項の「Ⅱ審査方針」も参考にしてください。
[bookmark: _Hlk190980566]（公募要領（P.4抜粋））
· 拠点を構成する大学等及び産業界等が緊密な連携体制を構築し、拠点校のみならず拠点を構成する連携校及び参画機関等からの学生等も対象とした体系的かつ実践的な教育プログラムを開発・展開するものであること。なお、教育内容は大学院修士レベルの内容を必須とする。（それに付随して、学部や高等専門学校段階から修士レベルの教育につながる取組等を推進することも可能。）
· 半導体について、拠点としての強み・特色を最大限活かし、設計やユースケース等も含めた俯瞰力と社会課題解決や社会実装・産業化に貢献できるような実践力や応用力（PBLの実施や学生の共同研究への参加等）を身に付けることができる体系的な産学協働の教育プログラムが具体的に構想・計画されていること。
· 特に、以下の事項について具体的に構想・計画され、関連性が明確で実現可能なものであること。
A)　教育プログラムを通じ養成する人材像
B)　身に付けることができる知識・技術・技能・能力などの学修目標
C)　履修（受講）対象・要件
D)　教育プログラムの内容（授業科目等）、教育方法、指導体制、学修時間（教育プロ
グラムの年間スケジュール）
E)　修了要件
F)　他大学等への展開も含めた当該教育プログラムの学生確保の見通し、学生確保に当たっての工夫等（上記を踏まえ適切な履修（受講）者数の設定を行うこと）
· 複数分野・専攻等の学生の履修を念頭においた工夫がなされたものであること。
· 令和７年度に、「半導体人材育成拠点形成事業」（令和7年度予算額（案）：6億円）の取組において運営拠点校を中心に策定されるコアコンピテンシー等の内容を踏まえ、必要に応じて教育プログラムの見直しを図ること。
· 本事業による支援期間終了後も、発展的かつ継続的な活動を行う計画となっており、そのための具体的な工夫が計画されているものであること。






































	





	２．拠点において実施する事業

	
③教育プログラムにおいて活用する設備について（１ページ以内）


	・可能な限り具体的な構想・計画を記載してください。
・公募要領に示された以下の内容を含むように留意してください。その際、自由に項目立てをして構想・計画を記載していただいて構いません。
・・２－②の半導体教育プログラムとの関係（教育プログラムの特徴と、同プログラムにおける既存のものも含めた教育用設備を活用した実習の位置づけ、設備活用による効果、拠点校及び連携校の教育用設備配置の考え方等）を明確に記載してください。
・適宜図表等を用いることや、強調したい部分を太字や下線にする等、わかりやすい記載を心がけてください。
・記載にあたっては、審査要項の「Ⅱ審査方針」も参考にしてください。
・２－②の半導体教育プログラムで活用する設備の詳細は、様式２－３にて提出してください。
・本事業により整備する教育用設備の詳細は、様式２－４にて提出してください。
（公募要領（P5抜粋））
· 教育プログラムにおいて必要となる設備の活用計画（拠点校及び連携校も含め、教育プログラムの実施に当たって、本事業により整備する設備や既存の設備の活用も含めた全体像）が明確なものであること。
· 本事業により整備する教育用設備については、教育プログラム内での必要性や教育効果についても明確なものであること。
· 本事業により整備する教育用設備が最大限活用できるよう、また整備後も適切に維持・管理するための学内の体制等が適切に整備されていること。

（支援の対象となる設備のイメージや留意点）
· 設計や材料、半導体製造工程の一連のプロセス、ユースケース等に係る体験学習や
実習等に活用するような比較的汎用的な設備。
· 本事業により整備された設備は、自大学のみならず拠点に参画する他大学等の学生
にも開放していただくことに留意。
· 本事業の選定された拠点は、「半導体人材育成拠点形成事業」（令和7年度予算額
（案）：6億円）における運営拠点校や拠点校と緊密に連携・協力していただくこと
に留意。
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